
協調学習数理統計授業プラン

１．対象
SSHコース　１年５，６組

２．狙い

３．授業のデザイン

C班

大学の在籍数約60
年分のデータを分析

する。

D班

短大の約60年分
のデータを分析す

る。

・班別に討議・予測し，また高校生の在籍数、大学数や在籍数などの実際のデー
タを既習の統計処理を用いて整理し，数値的予測から結論を導く手法をとること
が出来るようになる。
・ジグソー法を用いて，班の各メンバーが異なったデータに関しての処理を行
い、最終的にそれを統合することでよりよい結論を導くことが出来ることを実感

「10年後に大学全入時代は本当にくるのか？」

三本木高校　教諭　奈良岡　翔

課題

生徒のまとめと結論

班員それぞれが別々のデータを調査することで、多面的な見方をしつ
つ、より説得力のあるデータを用いて結論を出した班や、当初の予想
とは逆方向となるデータが得られたことで結論の修正をした班、ま
た、得たデータを上手くまとめることが出来ずに結論を下すことが難
しかった班など様々であった。
どうにせよ、色々なデータの分析をする手段や方向性で得られる情報
が異なること、またそれを統合させて説得力を持たせることは難しい
ことを実感したようだ。

予測

10年後の大学を取り巻く状況を班別でKJ法の様のように付箋を用い
て意見を交換・共有する。
またそれをまとめ、各班でプレゼンテーションを行い全体との共有を
行う。

A班

約60年分の高校
に在学する生徒の
データを分析す

る。

B班

約60年分の大学へ
の進学率のデータを

分析する。


